
資料１

(50音順)

名称 氏名 所属

親会議 坂田　隆 石巻専修大学理工学部教授　前学長

鈴木　道子 山形県立米沢栄養大学学長 座長

清野　裕 一般社団法人日本病態栄養学会理事長
公益社団法人日本糖尿病協会理事長

曽根　智史 国立保健医療科学院次長

滝川　嘉彦 一般社団法人全国栄養士養成施設協会理事長
学校法人滝川学園理事長

武見　ゆかり 特定非営利活動法人日本栄養改善学会理事長 副座長

多田　紀夫 公益財団法人柏市医療公社柏市立介護老人保健施設はみんぐ施設長

利光　久美子 愛媛大学医学部附属病院栄養部長

取出　恭彦 味の素株式会社母子栄養改善室シニアアドバイザー

中村　丁次 公益社団法人日本栄養士会名誉会長
一般社団法人日本栄養学教育学会理事長

深柄　和彦 日本外科代謝栄養学会前会長
東京大学医学部附属病院准教授

松永　和紀 科学ジャーナリスト

宮原　富士子 株式会社ジェンダーメディカルリサーチ代表取締役

目代　雅彦 大和市役所健康福祉部健康づくり推進課参事兼課長

吉池　信男 公立大学法人青森県立保健大学大学院研究科長

小松　龍史 公益社団法人日本栄養士会代表理事会長 オブザーバー

学会内検討会議 赤松　利恵 お茶の水女子大学教授 理事・（1）教育カリキュラム現状分析WG

荒川　義人 札幌保健医療大学教授 理事

上西　一弘 女子栄養大学教授 理事・（1）教育カリキュラム現状分析WG

狩野　恵美子 株式会社グリーンハウス営業推進本部栄養健康事業部長 管理栄養士の教育のあり方委員会

川久保　清 共立女子大学教授 管理栄養士の教育のあり方委員会

川島　由起子 聖マリアンナ医科大学病院栄養部参与 理事・（3）幹部候補者育成WG

木戸　康博 金沢学院大学教授 管理栄養士の教育のあり方委員会

酒井　徹 徳島大学大学院教授 理事

杉山　みち子 神奈川県立保健福祉大学教授 管理栄養士の教育のあり方委員会

鈴木　公 龍谷大学教授 副理事長

武見　ゆかり 女子栄養大学教授 理事長・（2）めざす姿分析ＷＧ

田中　清 京都女子大学教授（日本栄養学教育学会代表） 管理栄養士の教育のあり方委員会

塚原　丘美 名古屋学芸大学教授 理事・（2）めざす姿分析ＷＧ

村山　伸子 新潟県立大学教授 理事

小松　龍史 公益社団法人日本栄養士会代表理事会長 オブザーバー

(1)教育カリキュラム現状分析WG 朝見　祐也 龍谷大学准教授

奥村　仙示 徳島大学大学院講師

木村　典代 高崎健康福祉大学教授

永井　成美 兵庫県立大学教授 リーダー

長幡　友実 東海学園大学准教授

(2)めざす姿分析WG 大久保　公美 国立保健医療科学院主任研究官

北島　幸枝 東京医療保健大学准教授

小切間　美保 同志社女子大学教授

鈴木　志保子 神奈川県立保健福祉大学教授 リーダー

林　芙美 女子栄養大学准教授

(3)幹部候補者育成WG 川島　由起子 聖マリアンナ医科大学病院栄養部参与 リーダー・学会内検討会議

幣　憲一郎 京都大学医学部附属病院副部長

寺本　房子 川崎医療福祉大学教授

利光　久美子 愛媛大学医学部附属病院栄養部長 親会議

渡辺　慶子 高知学園短期大学教授

平成29年度管理栄養士専門分野別人材育成事業「教育養成領域での人材育成」委員名簿



厚生労働省平成29年度管理栄養士専門分野別人材育成事業
「教育養成領域での専門人材養成」

管理栄養士・栄養士のための栄養学教育モデル・コア・カリキュラムの検討
（略称：管理栄養士等の栄養学コアカリ検討事業）

目的
・少子高齢化社会における管理栄養士・栄養士のめざす姿をふまえ，
・管理栄養士・栄養士養成施設における教育カリキュラムと学位等の現状分析（大学院を含）をふまえ，
・他の保健医療職のモデル・コア・カリキュラムを視野におきながら，
・管理栄養士・栄養士として求められる基本的な資質・能力の整理を行い，
・栄養士養成（2年間），管理栄養士養成（4年間），大学院での高度人材養成（管理栄養士+2年間）
について，管理栄養士・栄養士養成の栄養学教育モデル・コア・カリキュラムの枠組みを提示。

親会議
管理栄養士・栄養士の活動への社会的ニーズが高まると
予想される医療，介護・福祉，学校，行政，民間など
多様な領域における関係者から構成

管理栄養士・栄養士の
教育カリキュラム
現状分析WG

管理栄養士・栄養士の
めざす姿分析WG

組織における幹部候補者
育成WG（病院管理栄養士を例に）

学会内検討会議 （学会コアカリ・プロジェクト会議）
学会役職者，管理栄養士の教育あり方委員会委員
を中心に構成。WGのオブザーバーを兼務。

役割：これからの管理栄養士・栄養士に求め
られる資質・能力に関し，現状や将来展望を
ふまえた，広い視野からの意見提出，助言

役割：WGの進捗状況を把握し，WGと情報共有し
ながら適宜助言を行う。WGの検討結果等をふま
え，「栄養学モデル・コア・カリキュラムの枠組み」
案の作成を担当。

実
施
体
制
と
役
割

役割：教育カリキュラム，学
位等の調査，個別ヒアリン
グ，収集した資料の分析

役割：親会議意見の分析，関
連多職種・組織へのヒアリング，
関連他職種のコアカリ分析

役割：幹部候補育成に向けて，
学部，大学院でどのような資質を
形成すべきなのかを検討

日本栄養士会代表理事会長にオブザーバー参加を依頼

資料２



事業内容

（１）全国の管理栄養士・栄養士養成施設における教育カリキュラムの実態把握及び分析
主たる作業担当：管理栄養士・栄養士の教育カリキュラム現状分析WG

①管理栄養士養成施設，栄養士養成施設（短期大学），および大学院修士課程の高度人材養成における教育

カリキュラム及び取得学位等について，質問紙調査による実態把握と資料収集を実施。 一般社団法人全国栄
養士養成施設協会に連携協力を依頼

②質問紙への回答および収集した資料から，養成する管理栄養士・栄養士像，カリキュラム・ポリシー，授業科

目の設定，科目間の関連（履修順序等），教育手法の工夫，学修達成状況の評価方法，ディプロマ・ポリシーな
どを整理，分析

③質問紙調査結果をふまえ，特徴的な栄養学教育を実施する組織への個別ヒアリングを実施

（２）管理栄養士・栄養士として求められる基本的な資質と能力の体系的整理
主たる作業担当：管理栄養士・栄養士のめざす姿分析WG

①第1回親会議で得られた意見を，質的研究法の１つである内容分析の手法を用いて整理。その上で，追加の
個別ヒアリングを企画実施する（個別ヒアリングの対象は親会議メンバーの一部。および検討の中で必要が生
じた外部の有識者を予定）

②医師，薬剤師，看護師，関連する他職種のモデル・コア・カリキュラムの内容を検討

③海外の管理栄養士に該当する職種（例えばアメリカのRegistered Dietitian Nutritionist: RDNなど）において，
求められている資質や能力，その達成のための教育カリキュラムについて資料を収集し，整理
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事業内容（つづき）

（３）管理栄養士が所属する組織における幹部候補者育成に必要な人材育成のあり方を整理
主たる作業担当：組織における幹部候補者育成WG

管理栄養士がプロフェッショナルとして組織の幹部に育つために，学部および大学院で身につけなければな
らない資質や能力を明らかにし，その育成に必要な教育カリキュラムを検討

（４）管理栄養士・栄養士養成のための栄養学教育モデル・コア・カリキュラムの
枠組みの提示 主たる作業担当：学会内検討会議

上記（１）～（３）の検討結果を統合し，現状の課題を明らかにしつつ，これからの管理栄養士・栄養士養成のた
めの栄養学モデル・コア・カリキュラムの枠組みを検討して提示する。


